「新高等学校　古典Ｂ」年間指導計画案
	科目
	古典Ｂ
	単位数
	４単位
	学年
	２、３

	使用教科書
	新高等学校　古典Ｂ（明治書院）
	副教材
	新高等学校　古典Ｂ　学習課題ノート（仮）

	学習の到達目標

	1 「国語総合」の古典の学習に続き、様々な教材を取り上げ、幅広く学習することで、古典の内容を的確に捉え、理解する力を高める。
2　古典に用いられている語句の意味や用法、表現上の特色や構造への理解、文章に表れた思想や感情の読み取りなどを通して、国語についての認識を高め、言語感覚を養う。
3　優れた表現に親しみ、特に日本と中国の文化の関係を考える。
4　古典に表れたその時代の思想や感情に触れ、自らのものの見方、感じ方、考え方を豊かにするとともに、古典に親しむ態度を身に付ける。


	評価の観点
	関心・意欲・態度
（Ａ）
	古典を読む力を進んで育てるとともに、古典についての理解や関心を深めようとしている。

	
	読むこと
（Ｂ）
	古典を読んで思想や感情などを的確に捉えたり、その価値を考察したりして自分の考えを深め、発展させている。

	
	知識・理解
（Ｃ）
	伝統的な言語文化及び言葉の特徴や決まりなどの理解を深め、知識を身に付けている。


２年〔古文編〕
	学期
	月
	単元
	時間
	教材
	学習活動のポイント
	評価の観点
	評価の方法の観点

	
	
	
	
	
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	

	一学期
	４月
	１説話
	３
	安養の尼の小袖
（古今著聞集）

	・比較的短く、話が具体的で展開の分かりやすい説話を読み、古文に親しむ。
・場面状況と登場人物の行動や心情を把握し、話の展開を理解する。
・古語辞典を用いて重要古語の意味用法を調べ、理解する。
・動詞の活用を確認する。
	○
○

	○
○

	○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	児の飴食ひたること
（沙石集）
	・比較的短く、話が具体的で展開の分かりやすい説話を読み、古文に親しむ。
・場面状況と登場人物の行動や心情を把握し、話の展開を理解する。
・古語辞典を用いて重要古語の意味用法を調べ、理解する。
・終助詞について理解する。
	○
○

	○
○

	○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	大江山（十訓抄）
	・比較的短く、話が具体的で展開の分かりやすい説話を読み、古文に親しむ。
・場面状況と登場人物の行動や心情を把握し、話の展開を理解する。
・和歌を含む説話を読み、和歌や和歌説話の特質をrとらえる。
・古語辞典を用いて重要古語の意味用法を調べ、理解する。
・助動詞の意味を確認する。
	○
○
○

	○
○
○

	○
○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	５月
	２物語
	４

	竹取物語
帝の求婚
かぐや姫の昇天
	・文脈に沿って作品を読み味わい、古文を読む楽しさ、古典世界の広がりを理解する。
・場面状況と登場人物の行動や心情を把握し、話の展開を理解する。
・敬語表現を理解し、人間関係をとらえる。
	○

	○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓①
敬語から主語を考えよう
	・敬語について基礎的な知識を整理する。
・敬語の、特に主語を示す役割があることを理解する。
	
	○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	６・７月
	３随筆（１）
	７
	徒然草
　世に語り伝ふること
　これも仁和寺の法師
　雪のおもしろう降りたりし朝
　城陸奥守泰盛は
	・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・随筆の文章に触れて、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする。
・作者の人間観、社会観などを読み取り、それに対して自分の意見や考えを持つ。
・表現上の特色を理解し、優れた表現に親しむ。
・無常観について理解する。
・係り結びについて理解する。
	○
○
○
○

	○
○
○
○
○

	○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	方丈記
　ゆく河の流れ
　養和の飢饉

	・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・音読を通して文章のリズム感を味わい、表現上の技巧を確かめる。
・作者の人生観、社会観を形成した社会的状況を具体的な描写からとらえる。
・無常観について理解する。
・対句や比喩表現を理解する。
	○
○

	○
○
○
○

	○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓②

無常の世を生きる
	
	
	
	
	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	二学期
	９月
	４歌物語
	４
	伊勢物語
　通ひ路の関守
　梓弓
　小野の雪

	・歌物語の特徴を理解する。
・場面状況と登場人物の行動や心情を把握し、話の展開を理解する。
・作中の和歌を修辞技巧に留意して、話の展開に沿って解釈する。
・歌物語の世界を味わい、我が国の美意識を理解する。
・接続助詞について理解する。

	○
○

	○
○
○
○

	○
○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	10月
	５百人一首
	３
	百人一首
	・伝統的な和歌の世界の表現に親しむ。
・繰り返し音読し、独特のリズム感を味わう。
・修辞技巧や優れた表現を理解し、和歌に詠まれた情景や作者の心情を読み味わう。

	○
○
○

	○
○
○

	○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓②
『百人一首』―美の世界―
	・百人一首の享受の歴史についてとらえる。
・文学と生活の関わりについて理解する。
	○
○

	○
○

	
	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	11・
12月
	６随筆（２）
	５
	枕草子
　春はあけぼの
　うつくしきもの
　はしたなきもの
　雪のいと高う降りたるを
　九月ばかり
	・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・随筆の文章に触れて、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする。
・作者の自然観賞の美意識、鋭敏性を読み取る。
・宮廷サロンの雰囲気を想像し、作者と宮中・同僚女房との関わりや、その中での作者の心情を考える。
・形容詞の語義を確認する。
	○
○

	○
○
○
○

	○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	　１
	古典に関する評論文
　『枕草子』の味わい
　　田中澄江
	・伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養う。
・日本人の育んできた伝統的季節感について理解する。

	○
○

	○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	三学期
	１月
	７軍記物語
	６
	平家物語
　忠度の都落ち
　先帝身投げ

参考

　今や夢昔や夢

　（建礼門院右京大夫集）

	・平家物語の概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・登場人物の行動や心情を読み味わう。
・音読により、軍記物語に特徴的な音便表現やリズム感を味わう。
・敬語の本動詞と補助動詞の用法を理解する。

・女流日記文学や作者について概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・戦乱の世に生きた人々の心情を読み取る。
・助動詞「る」「らる」の意味を確認する。

	○
○○
○
○


	　　○
○


	　　
○
○
○

○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	２月
	８日記
	３
	更級日記
　門出
　源氏物語を読む
	・女流日記文学や作者について概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・作者の少女時代の、物語に対する初々しい憧れを読み味わう。
・接続助詞の用法を確認する。
	○

	○
○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓④

漢字と仮名
	・漢字と仮名の文字としての役割を確認する。
・日記文学の系譜を理解する。
	○

	○


	○


	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	３月
	９俳諧・俳論
	４
	俳諧
俳論
	・季語を意識して音読しながら、季節の情感をどのように表現しているかを理解する。
・俳諧の修辞技巧や表現の面白さを理解する。
・作品作批の深浅によって、作品が表情を変える面白さを読み解く。
	○
○

	○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績


２年〔漢文編〕
	学期
	月
	単元
	時間
	教材
	学習活動のポイント
	評価の観点
	評価の方法の観点

	
	
	
	
	
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	

	一学期
	４・５月
	１故事・逸話
	６
	矛盾（韓非子）
推敲（唐詩紀事）
画竜点睛（歴代名画記）
蛍雪之功（蒙求）
両頭之蛇（新序）
朝三暮四（列子）
	・比較的短く、話が具体的で展開の分かりやすい故事や逸話を読み、漢文に親しむ。
・本文に表れた古代中国人のものの見方、感じ方、考え方を読み取る。
・故事成語の由来と意味を知り、正しい使い方を身に付け、言語感覚を豊かにする。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。
	○
○
○

	○
○
○

	○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	２史話・史伝
	８
	十八史略
　太公望
　藺相如
燕雀安知鴻鵠之志哉
背水之陣
赤壁之戦
創業守成
	・平易な中国の史話を読み、歴史書の面白さを味わい、漢文に親しむ。
・登場人物のものの見方、感じ方、考え方を読み取り、その時代の風潮や背景を理解する。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。

	○
○

	○
○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓①
　『十八史略』と日本
	・『十八史略』の概要とその特徴を理解する。
・『十八史略』が日本人に親しまれている理由を理解する
・『十八史略』にある故事や格言などの内容を発表する。
	○
○
○

	
	○
○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	二学期
	９・10月
	３詩
	６
	竹里館　王維
涼州詞　王翰
望廬山瀑布　李白
舟中読元九詩　白居易
旅夜書懐　杜甫
黄鶴楼　崔顥
春夜　蘇軾
遊山西村　陸游
	・音読や暗唱を通して、簡潔で凝縮された表現の美しさを味わう。
・作者の思索、心情、美意識を理解し、自身の感性、言語感覚、思索性を育む。
・漢詩が日本人の心情や文学的発想に大きな影響を与えてきたことを理解する。
・漢詩の決まりを理解する。
	○
○
○

	○
○

	○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓②
　唐宋の詩
	・唐宋の詩の概要を理解する。
・唐代の詩と宋代の詩の詩風の特徴とそれらの違いをまとめ、発表する。
	○
○

	
	○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	11・
12月
	４文
	６
	五柳先生伝（陶淵明集）
雑説（唐宋八家文読本）
送薛存義序（古文真宝）
	・明確な主張や思索が表現された、歴代の名文とされる文章を読み、その論旨を整理する。
・作品の時代背景を押さえ、作者の思想や人生観を読み取るとともに、自身のものの見方、感じ方、考え方を深める。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。

	○
○

	○
○
○

	○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓③

　中国の散文
	・中国の「散文」の概要を理解する。
・四六駢儷文と古文との文体の違いを、具体的な作品の読み比べによって理解する。また、それぞれの特徴も理解する
	○
○

	○

	○
○

	授業の取り組み姿勢

応答と発問

意見発表の意欲と的確さ

予習・復習と課題の提出

	三学期
	１・２・３月
	５寓話
	５
	五十歩百歩（孟子）
夢為蝴蝶（荘子）
且買履（韓非子）
漚鳥舞不下（列子）
不顧後患（説苑）
	・戦国時代に活躍した思想家が用いた巧みな寓話を読み、その面白さを味わう。
・寓話や比喩を用いた文章の、説得の論法を読み取る。
・それぞれの思想家の主張を整理して、中国思想のあり様を読み取る。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。
	○
○
○

	○
○
○
○

	○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓④

　寓話とは
	・中国の「寓話」の概要を理解する。
・先秦諸子たちの「寓話」の用い方を、具体的な作品によって理解する。

・自己の主張をよりよく理解させるための「寓話」を創作し、発表する。
	○
○
○

	○

	○

	授業の取り組み姿勢

応答と発問

意見発表の意欲と的確さ

予習・復習と課題の提出


３年〔古文編〕
	学期
	月
	単元
	時間
	教材
	学習活動のポイント
	評価の観点
	評価方法の観点

	
	
	
	
	
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	

	一学期
	４月
	１説話
	２
	博雅の三位と鬼の笛
（十訓抄）
	・比較的短く、話が具体的で展開の分かりやすい説話を読み、古文に親しむ。
・場面状況と登場人物の行動や心情を把握し、話の展開を理解する。
・古語辞典を用いて重要古語の意味用法を調べ、理解する。
・指示語の内容を確認する。
	○
○

	○
○

	○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	秦兼久の悪口
（宇治拾遺物語）
	・比較的短く、話が具体的で展開の分かりやすい説話を読み、古文に親しむ。
・場面状況と登場人物の行動や心情を把握し、話の展開を理解する。
・和歌を含む説話を読み、和歌や和歌説話の特質をとらえる。
・古語辞典を用いて重要古語の意味用法を調べ、理解する。
・助詞を確認する。
	○
○
○

	○
○
○

	○
○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	５・６月
	２歴史物語
	７
	大鏡
　花山天皇の退位
　三船の才
　肝試し
　南院の競射
	・大鏡の概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・登場人物の行動や心情を読み味わう。
・歴史上の人物の逸話から生き生きとした人物像をとらえる。
・自動詞と他動詞について理解する。
	○

	○
○
○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓⑤

歴史物語
	・歴史物語の形式について理解する。
	○
	
	
	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	７月
	３日記
	４
	蜻蛉日記
　町の小路の女
	・女流日記文学や作者について概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・登場人物の行動や心情を読み取る。
・修辞技巧に留意して和歌の内容を理解し、そこに表れた登場人物の心情を理解する。

	○

	○
○
○
○

	○
○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	和泉式部日記
　夢よりもはかなき世の中を
	・女流日記文学や作者について概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・登場人物の行動や心情を読み取る。
・修辞技巧に留意して和歌の内容を理解し、そこに表れた登場人物の心情を理解する。
・二方面への敬語について理解する。
	○

	○
○
○○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	紫式部日記

　秋のけはひ
	・女流日記文学や作者について概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・登場人物の行動や心情を読み取る。
・補助動詞について理解する。

	○
○
	○
	○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	二学期
	９月
	歌謡
４万葉集・和歌
	５

	万葉集
和歌
　古今和歌集　仮名序
歌謡
	・繰り返し音読し、独特のリズム感を味わう。
・修辞技巧や優れた表現を理解し、和歌に詠まれた情景や作者の心情を読み味わう。
・我が国の伝統的美意識の歴史的展開を理解する。
	○
○

	○
○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	10・11月
	５物語
	10
	源氏物語
　光源氏誕生
　小柴垣のもと
　物の怪の出現
　野分の垣間見
	・源氏物語の概要を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・登場人物の行動や心情を読み取り、物語の面白さを味わう。
・作中の和歌を修辞技巧に留意して、話の展開に沿って解釈する。
・最高敬語や補助動詞の敬語について理解する。
	○
○

	○
○
○
○

	○
○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓⑥

平安貴族の結婚
	・平安時代の結婚のあり方を理解する。

	○
	
	
	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	12月
	６評論
	５
	文（無名草子）
読み比べ教材―『徒然草』静かに思へば―
	・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・類似の内容の作品を読み比べることにより理解を深める。
・副詞の呼応について理解する。
	○　

	○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	おもて歌のこと（無名抄）
	・和歌に対する作者の思想を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・取り上げられている和歌を文脈に即して理解し、鑑賞する。
・謙譲の「給ふ」について理解する。
	○

	○
○
○

	○
○
○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	天性の名人（耳塵集）
	・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・比喩表現を理解する。
	○

	○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	田舎に雅言の残れること（玉勝間）
	・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・言葉のどのような点が問題になっているか整理する。
・助動詞の意味を確認する。
	○

	○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓③
　古語と方言
	・古語に関する知識を深める。
・古語と現代語との関わりをとらえ、身近な問題として考える。
	○

	○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	三学期
	１月
	７伝承
	３
	古事記
　須佐之男命の大蛇退治
	・上代の文学の特徴を理解する。
・文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・古代の英雄像をとらえ、古代人の豊かな想像力を読み味わう。
・音読を通して上代特有の言葉遣いに慣れ、独特のリズム感を味わう。
・作中の和歌を修辞技巧に留意して、話の展開に沿って解釈する。
・上代特有の語や文法を理解する。
	○
○
○

	○
○
○
○
○

	○
○
○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	２・３月
	８近世小説
	３
	世間胸算用
　鼠の文使ひ
	・作品作者について概要を理解する。
・近世の言葉遣いや文法に留意しながら、文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・当時の社会習慣や暮らしぶりを背景に登場人物の行動や心情を読み取る。
・近世の言葉と現代の言葉との関連を確認する。
	○
○

	○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	古文の窓④
ベストセラー作家の誕生
	・江戸時代の文学作品の流布状況について理解する。
・文学と文化の関わりをとらえる。
	○
○

	
	○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出


３年〔漢文編〕
	学期
	月
	単元
	時間
	教材
	学習活動のポイント
	評価の観点
	評価方法の観点

	
	
	
	
	
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	

	一学期
	４・５月
	１逸話
	４
	王昭君（西京雑記）
中石没矢（蒙求）
令七歩中作詩（世説新語）
青眼白眼（蒙求）
	・比較的短く、話が具体的で展開の分かりやすい逸話を読み、その面白さを理解する。
・本文に表れた古代中国人のものの見方、感じ方、考え方を理解する。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。

	○
○

	○
○
○

	○

○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	６・７月
	２小説
	６
	死友（捜神記）
人面桃花（本事詩）
酒虫（聊斎志異）
	・長編の中国古典小説を読み、読解力を養うとともに、不思議な物語の世界を理解する。
・登場人物の行動や心情、場面状況を正確に読み取り、話の展開を整理し理解する。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。

	○
○

	○
○
○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓⑤
　中国の小説
	・中国の「小説」の概要を理解する。
・中国の「志怪小説」と「伝奇小説」の違いをまとめ、発表する。
・中国の「小説」と、それを翻案した日本の「小説」を読み比べ、それぞれの面白さを発表する。
	○
○
○

	○

	○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	二学期
	９・10月
	３史話・史伝
	８
	史記
鴻門之会
四面楚歌
参考
　題烏江亭　杜牧
　烏江　李清照
	・本格的な中国の歴史書の、有名な場面を扱った長めの文章を読み、読解力を養う。
・登場人物の行動や心情、場面状況などを読み取り、歴史上の劇的な話の面白さを理解する。
・作者作品について理解し、中国の歴史への関心を高める。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。
	○
○

	○
○
○
○

	○
○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓⑥
司馬遷と『史記』
	・司馬遷の生涯を理解する。
・司馬遷の歴史観をまとめ、それについて話し合う。
・『史記』の概要を理解する。
	○
○
○

	
	○
○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	11・12月
	４詩
	４
	桃夭（詩経）
野田黄雀行 曹植
勅勒歌　斛律金
子夜呉歌　李白
兵車行　杜甫

	・古体詩にうたわれる情景や作者の心情を理解する。
・音読や暗唱を通して、簡潔で凝縮された表現の美しさを理解する。
・作者の思索、心情、美意識を理解し、自らの感性、言語感覚、思索性を育む。
・漢詩が日本人の心情や文学的発想に影響を与えてきたことを理解する。

	○
○
○
○

	○
○
○

	○

	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	三学期
	１・２月
	５思想
	５
	孟子
荀子
老子
荘子
韓非子
	・諸子百家の人間観を理解する。
・寓話や比喩具体例などを用いた、説得力のある論法を理解する。
・それぞれの作品の読解を通し、中国思想のあり様を理解し、自らの人生観世界観を育む。
・本文を訓点に従って音読し、書き下し文に改める。
・重要な句形について理解する。
	○
○
○

	○
○
○
○

	○○
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓⑦
諸子百家
	・諸子百家が生み出された社会的な状況を理解する。
・諸子の思想、特に儒家・道家・法家の特徴をまとめ、その違いを発表する。
	○
○

	
	○
○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出

	
	３月
	６日本漢詩文
	３
	聞旅雁　菅原道真
富士山　石川丈山
徂徠貧居　原念斎
惜陰　佐藤坦
	・身近な話題や歴史を題材にした日本漢詩文を読み、その表現の臨場感や逸話の面白さを理解する。
・作者や登場人物の人柄や生き方について理解する。
・漢文が日本文化の一つとして根付いていることを理解し、さらに我が国の文化と中国の文化との関係について理解を深める。

	○
○
○

	○
○
○

	
	授業の取り組み姿勢
テキストの音読
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出
ノートの整理
小テスト・定期考査の成績

	
	
	
	
	漢文の窓⑧
日本漢詩文
	・日本漢文の概要を理解する。
・江戸時代や明治時代の著名な作家たちの漢詩文を読み味わう。
	○
○

	○

	○

	授業の取り組み姿勢
応答と発問
意見発表の意欲と的確さ
予習・復習と課題の提出


